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WEBで検索 茅野市議会 検 索

�
茅
野
市
議
会
議
長
　
小
松
一
平

諏
訪
ブ
ロ
ッ
ク
三
市
議
会
議
員
研
修
会
開
催

　

平
成
28
年
11
月
７
日
、
岡
谷
市
・
諏
訪
市
・
茅
野
市
の
全
市
議
会
議
員

に
よ
る
議
員
研
修
会
が
茅
野
市
の
マ
リ
オ
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
議
会
運
営
の
第
一
人
者
で
あ
り
ま
す
野
村
稔
先
生
を
お
迎
え
し
、

市
民
目
線
で
の
議
会
改
革
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
、
改
め
て
市
民
に
寄
り

添
う
開
か
れ
た
議
会
の
重
要
性
を

再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
の
究
極
の
目
的
は
、
市
民

の
幸
せ
向
上
の
た
め
に
あ
る
こ
と

を
深
く
認
識
し
、
市
民
の
た
め
の

議
会
、
市
民
に
寄
り
添
う
議
会
を

目
指
し
て
、
議
会
改
革
を
推
進
し

市
民
の
負
託
に
応
え
て
い
く
こ
と

を
確
認
致
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら

の
一
層
の
ご
意
見
、
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
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議会報告・意見交換会実施
　平成28年９月30日に、茅野市役所議
会棟大会議室において、35名の市民の
方にご参加いただき、議会報告会・意
見交換会を開催いたしました。
　テーブル別グループ懇談では、多く
の貴重なご意見等をいただき誠にあり
がとうございました。以下にいただい
た意見の一部をご紹介します。
（詳細は茅野市ホームページをご覧ください。）

議会に関するご意見 ※（意見）…市民の方のご意見　（回答）…議員からお答えした回答

（意見）�議会報告会の開催について、市内数カ所に分けて開催して欲しい。
（回答）�地域や団体からご要望いただければ議会で出張し、意見交換会を開催しま

す。
（意見）�市議会の話は、仲間内であまりしない。茅野市議会がもっと身近に感じら

れれば良い。市民が政治に参加したくなるような仕組みを考えたらどうか。
（回答）�茅野市議会の活動や市政にもっと興味を持ってもらえるよう茅野市議会の

組織である議会活性化委員会で具体的方法を検討しています。

市政に関するご意見

（意見）�有害鳥獣対策として、被害地域全域に防護柵を作ってほしい。防護柵が壊
れているところは修繕してほしい。

（回答）�シカ対策として、テキサスゲートや防護柵を設置していますが、被害状況
等市民の方からも情報提供をお願いします。

（意見）�縄文教育を今後どのように発展させていくのか。縄文教育を通じて郷土愛
を育んでほしい。

（回答）�縄文時代や縄文人の豊かな心を学び、生きる力を培うことを目的に、市内
小中学校では、「縄文科」としてクラスごと特色ある取組をしています。

グループに分かれて意見交換

議
会
改
革
の
推
進
に
向
け
て
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平
成
28
年
12
月
定
例
会

の
あ
ら
ま
し

　

茅
野
市
議
会
12
月
定
例
会
は
、
11
月
28

日（
月
）
か
ら
12
月
19
日（
月
）
ま
で
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
や
条
例
な
ど
19
議
案
が
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
１
件
、
陳
情
５
件
が
審
議

さ
れ
、
そ
の
う
ち
陳
情
３
件
が
採
択
さ
れ
、

意
見
書
案
は
３
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
議
案
の
一
覧
及
び
議
決
結
果
は
、
37

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

委
員
会
に
お
け
る
主
な

議
案
の
審
査

予
算
決
算
委
員
会

委
員
長
　
樋
口
　
敏
之

議
案
第
88
号

平
成
28
年
度
茅
野
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
６
７
７

万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
４
０
億
３
５
１
万
９
千
円
と
す
る
も

の
。

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
補
正
の
追
加
２

件
。主

な
歳
出

・�

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
返
礼
品
の
見
直

し
に
伴
い
、
寄
附
者
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
る
返
礼
品
等
に
係
る
経
費
５
千
６

百
万
円
の
補
正
増
。

・�

生
活
保
護
事
業
の
医
療
費
扶
助
受
給
者

が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
う
生
活
保
護
事

業
費
３
千
７
百
万
円
の
補
正
増
。

・�

小
中
学
校
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

対
策
の
た
め
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
係
る
工
事
費
等
１
７
０
７
万
９
千
円

の
補
正
増
。

総
務
環
境
委
員
会

委
員
長
　
両
角
　
昌
英

議
案
第
74
号

諏
訪
広
域
公
立
大
学
事
務

組
合
の
設
置
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
諏
訪
広
域
公
立
大
学
事

務
組
合
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
組
合
規

約
を
定
め
る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
組
合
設
立
の
許
可
の
日
。

問
「
各
市
町
村
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
員

数
の
考
え
方
は
。」

答
「
議
員
数
は
、
均
等
割
り
で
各
市
町

村
か
ら
２
名
ず
つ
と
し
た
。
加
え

て
、
市
は
プ
ラ
ス
１
名
、
さ
ら
に
大
学

所
在
地
の
茅
野
市
は
プ
ラ
ス
５
名
で
合

計
20
名
と
し
た
。
全
体
数
は
諏
訪
広
域

連
合
議
会
の
議
員
数
22
名
よ
り
少
な
く

し
た
。」

【
討
論
】

●
反
対
意
見

　
「
諏
訪
東
京
理
科
大
学
の
公
立
化
に
は

賛
成
だ
が
、
諏
訪
圏
の
広
域
的
な
課
題
に

は
広
域
連
合
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
広
域

連
合
の
方
が
よ
り
良
い
運
営
が
で
き
る
と

考
え
る
た
め
、
一
部
事
務
組
合
を
作
っ
て

の
公
立
化
に
は
反
対
。」

請
願
２

自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
で
の
「
駆

け
つ
け
警
護
」
任
務
の
閣
議
決
定

を
撤
回
し
、
撤
収
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

　
採
択
の
意
見
　

　
「
自
衛
隊
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
で
は
な
く
Ｐ
Ｋ
Ｆ

平
和
維
持
軍
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｋ

Ｏ
の
５
原
則
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
閣
議

決
定
で
派
遣
す
る
こ
と
は
法
律
違
反
で
あ

る
。
権
限
外
の
こ
と
を
内
閣
が
決
定
し
、

自
衛
隊
が
危
険
な
任
務
を
与
え
ら
れ
て
い

る
。
法
整
備
が
整
っ
て
い
な
い
中
で
の
自

衛
隊
派
遣
で
あ
る
た
め
請
願
に
賛
成
す

る
。」

　
不
採
択
の
意
見
　

　
「
外
交
・
防
衛
は
茅
野
市
議
会
の
権
限

外
の
こ
と
で
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
実
態
が
Ｐ

Ｋ
Ｏ
に
合
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
判
断
す

る
材
料
を
調
査
す
る
権
限
も
な
い
。
そ
の

た
め
意
見
書
を
出
す
こ
と
に
は
反
対
。」

経
済
建
設
委
員
会

委
員
長
　
伊
藤
　
　
勝

議
案
第
76
号

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
（
茅
野
市
白
樺
湖 

温
泉
総
合
施
設
）

　

こ
の
議
案
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　

茅
野
市
白
樺
湖
温
泉
総
合
施
設
の
指
定

管
理
者
は
、
茅
野
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
。
指
定
の
期
間
は
、
平
成
29
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
34
年
３
月
31
ま
で
。

問
「
公
募
の
際
、申
請
者
か
ら
施
設
へ
の

入
館
者
数
を
増
や
す
提
案
は
あ
っ
た

の
か
。」

答
「
現
在
、
白
樺
湖
周
辺
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
ロ
ー
ド
の
整
備
が
進
ん
で
お
り
、

ラ
ン
ナ
ー
の
練
習
等
の
拠
点
と
し
て
施
設

が
利
用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
提
案
い

た
だ
い
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
施
設
内

で
着
替
え
を
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
、
入

可
決

可
決

不
採
択

可
決

委員会審査
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浴
で
き
る
よ
う
に
す
る
。」

議
案
第
87
号

茅
野
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に 

つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
茅
野
市
上
水
道
及
び
蓼

科
白
樺
湖
上
水
道
の
統
合
並
び
に
水
道
料

金
の
改
定
を
行
う
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
。

問
「
料
金
改
定
の
理
由
は
。」

答
「
料
金
改
定
の
理
由
は
、
①
高
料
金

に
よ
る
水
道
離
れ
を
防
ぐ
た
め
。
②

諏
訪
管
内
に
お
い
て
、
大
口
の
料
金
が
最

も
高
い
の
は
茅
野
市
で
あ
る
た
め
、
近
隣

市
町
村
と
の
格
差
を
考
慮
し
、
料
金
の
見

直
し
を
行
う
。
③
利
用
者
間
の
負
担
の
バ

ラ
ン
ス
に
考
慮
し
、
大
口
の
料
金
体
系
の

見
直
し
を
行
う
。
以
上
３
点
で
あ
る
。」

福
祉
教
育
委
員
会

委
員
長
　
松
山
　
孝
志

議
案
第
83
号

茅
野
市
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に 

つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
に

つ
い
て
、
多
子
世
帯
等
に
対
す
る
減
免
措

置
を
講
ず
る
た
め
の
も
の
。

　

世
帯
に
お
い
て
、
同
時
に
２
人
以
上
の

児
童
が
学
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
場
合
、

２
人
目
の
利
用
料
を
半
額
、
３
人
目
以
降

を
無
料
と
す
る
。

　

施
行
日
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
。

問
「
利
用
料
の
減
額
は
、
ど
の
よ
う
に

検
討
し
た
の
か
。」

答
「
他
市
の
実
施
状
況
を
参
考
に
し

た
。」

陳
情
11

介
護
保
険
の
給
付
縮
小
・
負
担
増

を
中
止
し
、
充
実
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る 

陳
情
書

　
採
択
の
意
見
　

　
「
今
後
、
介
護
保
険
料
の
増
額
が
予
測

さ
れ
る
中
、
政
府
の
財
政
措
置
を
求
め
、

陳
情
に
賛
成
す
る
。」

　
不
採
択
の
意
見
　

　
「
陳
情
提
出
後
の
平
成
28
年
12
月
９
日

に
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
よ
り
、

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見

が
発
表
さ
れ
、
利
用
料
２
割
負
担
の
対
象

者
を
拡
大
す
る
こ
と
、
要
介
護
１
、
２
の

通
所
介
護
を
市
町
村
が
実
施
す
る
総
合
事

業
に
移
す
こ
と
な
ど
が
見
送
ら
れ
た
た
め
、

陳
情
に
反
対
す
る
。」

陳
情
12

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お
け

る
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
の
見
直

し
に
関
す
る
意
見
書
の 

提
出
を
求
め
る
陳
情
書

　
採
択
の
意
見
　

　
「
茅
野
市
の
平
成
27
年
度
住
宅
改
修
補

助
件
数
は
１
７
９
件
で
あ
る
。
改
修
に
あ

た
り
全
額
自
己
負
担
は
厳
し
く
、
ま
た
、

現
在
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
ほ
し
い
の

で
賛
成
す
る
。」

陳
情
13

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
の
通
年
券
制

度
の
実
施
を
求
め
る 

陳
情
書

　
採
択
の
意
見
　

　
「
通
年
券
制
度
の
問
題
が
解
決
へ
進
む

と
思
わ
れ
る
の
で
陳
情
に
賛
成
す
る
。」

　
不
採
択
の
意
見
　

　
「
陳
情
者
の
心
情
は
十
分
理
解
す
る
が
、

こ
の
件
に
つ
い
て
市
側
へ
聴
き
取
り
す
る

中
で
、
真
摯
に
対
応
を
し
て
い
く
よ
う
伝

え
て
い
る
。
昨
年
度
の
条
例
改
正
に
お
い

て
、
通
年
券
廃
止
を
含
め
議
決
し
て
い
る

た
め
、
陳
情
に
反
対
す
る
。」

陳
情
14

発
達
障
が
い
児
へ
の
学
習
支
援
の

合
理
的
配
慮
の
提
供
（
主
に
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
児
）
に
関
す
る

陳
情
書

　
採
択
の
意
見
　

　
「
発
達
障
が
い
を
持
つ
児
童
・
生
徒
が

十
分
な
義
務
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
配

慮
を
求
め
る
陳
情
で
あ
る
た
め
、
賛
成
す

る
。」本

会
議
に
お
け
る
討
論

議
案
第
74
号

諏
訪
広
域
公
立
大
学
事
務 

組
合
の
設
置
に
つ
い
て

●
反
対
意
見

　

諏
訪
圏
全
体
で
魅
力
あ
る
大
学
を
作
る

た
め
に
は
、
一
部
事
務
組
合
で
は
な
く
広

域
連
合
の
方
が
機
能
面
で
適
し
て
い
る
。

一
部
事
務
組
合
は
書
面
で
通
告
す
る
こ
と

に
よ
り
、
２
年
後
に
自
動
的
に
脱
退
が
で

き
る
こ
と
が
地
方
自
治
法
で
規
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
諏
訪
圏
全
体
で
魅
力
あ
る
大

学
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
脱
退
は
広
域
連
合
で

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
広
域
連

合
で
は
、
学
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
施
策
立
案
が
で
き
る
。

可
決

可
決

採
択

採
択

不
採
択

採
択

可
決

委員会審査・本会議討論
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こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
大
学
公
立
化
は
、

広
域
連
合
で
進
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
考
え
、
こ
の
議
案
に
反
対
す
る
。

議
案
第
78
号

茅
野
市
組
織
条
例
の
一
部
を 

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
反
対
意
見

　

現
在
の
組
織
の
中
で
企
画
総
務
部
に
属

す
る
事
務
が
多
く
、
企
画
総
務
部
長
が
大

変
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
部
を
分
け
る

こ
と
に
は
反
対
。
部
を
分
け
る
の
で
は
な

く
部
内
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
部
長
の
能

力
を
活
か
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
の
で
反

対
す
る
。

●
賛
成
意
見

　

現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
行
政
の
あ
り
方

や
、
市
民
の
要
望
に
沿
っ
た
組
織
を
考
え

た
と
き
、
総
務
企
画
部
と
い
う
大
き
な
部

を
総
務
部
と
企
画
部
に
分
け
る
こ
と
は
妥

当
で
あ
る
た
め
賛
成
す
る
。

議
案
第
91
号

茅
野
市
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
茅
野
市

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る 

条
例
に
つ
い
て

●
賛
成
意
見

　

条
例
改
正
に
よ
り
、
介
護
休
暇
の
期

間
を
３
回
に
分
け
て
取
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
１
日
の
中
で
時
間
を
定
め
て
取

得
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
非
常
に

良
い
。
し
か
し
、
介
護
離
職
者
ゼ
ロ
の

観
点
か
ら
は
、
時
間
を
定
め
て
介
護
休

暇
を
取
得
し
た
場
合
、
そ
の
時
間
分
を

無
給
と
す
る
の
で
は
な
く
、
有
給
休
暇

扱
い
や
一
部
減
額
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
職
員
組
合

と
合
意
し
、
よ
り
良
い
制
度
と
な
る
こ

と
を
願
い
賛
成
す
る
。

請
願
２

自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
で
の
「
駆

け
つ
け
警
護
」
任
務
の
閣
議
決
定

を
撤
回
し
、
撤
収
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

●
反
対
意
見

　

外
交
と
防
衛
は
、
国
の
専
権
事
項
、
国

の
事
務
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
茅
野
市

議
会
の
権
限
外
の
事
項
の
た
め
、
請
願
に

は
反
対
す
る
。

●
賛
成
意
見

　

日
本
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
５
原
則
に
お
い
て
、

紛
争
当
事
者
間
で
停
戦
合
意
し
て
い
る
こ

と
を
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
の
前
提
と
し
て
お
り
、

内
戦
状
態
が
続
い
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、

Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
現
状

で
の
自
衛
隊
の
結
集
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
５
原

則
に
反
し
て
い
る
。
自
衛
隊
が
駆
け
つ
け

警
護
を
実
施
す
れ
ば
、
殺
し
、
殺
さ
れ
る

こ
と
が
必
至
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
武
力
行

使
を
禁
じ
た
憲
法
第
９
条
第
１
項
に
違
反

す
る
。

　

こ
の
請
願
は
、
憲
法
第
９
条
を
守
り
、

憲
法
に
基
づ
く
政
治
を
行
う
こ
と
を
求
め

る
茅
野
市
民
の
願
い
の
具
体
化
で
あ
る
た

め
、
こ
の
請
願
に
賛
成
す
る
。

陳
情
11

介
護
保
険
の
給
付
縮
小
・
負
担
増

を
中
止
し
、
充
実
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る 

陳
情
書

●
反
対
意
見

　

こ
の
陳
情
は
平
成
28
年
11
月
９
日
に
提

出
さ
れ
て
い
る
。
平
成
28
年
12
月
９
日
に

社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
よ
り
、

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見

が
発
表
さ
れ
、
ヘ
ル
パ
ー
の
生
活
援
助
や

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
を
自
己
負
担
に
切
り

替
え
る
こ
と
や
、
利
用
料
２
割
負
担
の
対

象
者
を
拡
大
す
る
こ
と
、
要
介
護
１
、
２

の
通
所
介
護
を
市
町
村
が
実
施
す
る
総
合

事
業
に
移
す
こ
と
は
見
送
ら
れ
た
。
こ
の

発
表
に
よ
り
、
陳
情
の
内
容
が
事
実
と
異

な
る
た
め
、
陳
情
に
反
対
す
る
。

●
賛
成
意
見

　

高
齢
者
が
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、

様
々
な
配
慮
が
必
要
と
な
り
、
金
銭
的
な

負
担
も
年
々
増
加
す
る
。
そ
の
た
め
、
介

護
保
険
に
つ
い
て
国
費
の
割
合
を
増
や
し

充
実
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

要
介
護
者
と
介
護
者
双
方
の
人
権
を
守
る

た
め
陳
情
に
賛
成
す
る
。

陳
情
13

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
の
通
年
券
制

度
の
実
施
を
求
め
る 

陳
情
書

●
反
対
意
見

　

平
成
27
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
各

施
設
の
使
用
料
を
改
定
す
る
た
め
の
議

案
第
80
号
が
提
出
さ
れ
、
議
案
に
添
付

さ
れ
た
一
覧
表
の
中
に
、
個
人
使
用
で

あ
っ
て
も
面
貸
し
に
な
る
こ
と
か
ら
、
個

人
使
用
料
（
通
年
券
）
を
廃
止
し
た
と

あ
る
。
個
人
使
用
料
の
廃
止
も
含
め
て
、

茅
野
市
議
会
と
し
て
議
決
し
て
い
る
。
議

会
の
議
決
を
翻
す
ほ
ど
の
論
理
的
理
由

が
見
つ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
体
育
施
設

や
そ
の
運
用
に
つ
い
て
の
要
望
は
、
茅

野
市
体
育
協
会
を
通
じ
て
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
陳
情
は
ル
ー
ル

を
外
れ
、
個
人
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
茅
野
市
体
育
協
会
員
で
あ

り
な
が
ら
、
個
人
と
し
て
提
出
さ
れ
た

も
の
を
採
択
す
れ
ば
、
陳
情
者
へ
の
側

面
支
援
に
は
な
る
が
、
茅
野
市
体
育
協

会
の
弱
体
化
や
崩
壊
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
た
め
陳
情
に
反
対
す
る
。

●
賛
成
意
見

　

陳
情
は
、
誰
も
が
で
き
る
権
利
で
あ
る
。

条
例
の
運
用
が
間
違
っ
て
お
り
、
改
善
が

必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
原
点
に
返
っ
て

し
っ
か
り
議
論
し
、
市
に
意
見
を
伝
え
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
る
た
め
、
陳
情
に
賛

成
す
る
。

可
決

可
決

不
採
択

採
択

不
採
択

本会議討論
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議
案
第
88
号

平
成
28
年
度
茅
野
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

●
賛
成
意
見

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
そ
の
趣
旨
か
ら
外

れ
た
方
向
へ
進
ん
で
お
り
、そ
の
仕
組
み
に

問
題
が
あ
る
と
感
じ
る
。
茅
野
市
か
ら
も

こ
の
制
度
に
つ
い
て
疑
問
を
投
げ
か
け
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
を
添
え
て
賛
成
す
る
。

議
第
８
号

介
護
保
険
の
給
付
縮
小
・
負
担
増

を
中
止
し
、
充
実
を
求
め
る

意
見
書

●
反
対
意
見

　

社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
よ
り
、

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見

が
発
表
さ
れ
、
意
見
書
の
内
容
が
現
状
に

沿
わ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

金
銭
的
な
負
担
に
つ
い
て
、
高
所
得
者
は

相
応
に
負
担
す
べ
き
と
考
え
る
た
め
、
意

見
書
に
は
反
対
す
る
。

●
賛
成
意
見

　

現
在
の
介
護
保
険
料
の
基
本
的
な
料
金

の
月
額
は
、５
３
５
０
円
で
あ
る
が
、再
来

年
か
ら
は
、千
円
上
が
っ
て
６
千
円
台
と
な

る
。さ
ら
に
そ
の
３
年
後
に
は
７
千
円
台
に

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
現
実
と

し
て
介
護
保
険
の
仕
組
み
は
破
た
ん
状
態

で
あ
る
。
こ
の
仕
組
み
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
国
庫
か
ら
の
支
出
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
た
め
、
意
見
書
に
賛
成
す
る
。

可
決

可
決

平成28年12月定例会　請願・陳情　議決結果

番　号 表　題 趣　旨 提出者
議決結果

委員会 本会議

請　願
２

自衛隊の南スーダンでの
「駆けつけ警護」任務の
閣議決定を撤回し、撤収
を求める意見書の提出を
求める請願

　自衛隊に南スーダンでの「駆けつけ
警護」の任務を課した11月15日の閣
議決定を撤回し、また任務が付与され
た自衛隊を撤収させることを国に求め
るもの。

茅野市９条の会 不採択 不採択

陳　情
10 陳情書

　日本国内全ての原子力発電所の活動
を停止し、全ての核燃料を鳥島の地下
に埋蔵することを国に求めるもの。

荒木　實 不採択 不採択

陳　情
11

介護保険の給付縮小・負
担増を中止し、充実を求
める意見書の提出を求め
る陳情書

　高齢化が進む中、介護費用を心配す
ることなく、行き届いた介護が保障さ
れることは国民の願いである。また、
介護職員が働き続けられる条件整備が
求められている。このような中、介護
保険制度の給付対象の縮小と利用者負
担増の検討を中止し、制度の充実・改
善を国に求めるもの。

諏訪地方社会保障
推進協議会 採択 採択

陳　情
12

次期介護保険制度改正に
おける福祉用具、住宅改
修の見直しに関する意見
書の提出を求める陳情書

　次期介護保険制度改正における、軽
度者に対する福祉用具・住宅改修の見
直しについては、高齢者の自立を支援
し介護の重度化を予防するなど、介護
保険の理念に沿った検討を行うことを
国に求めるもの。

諏訪地方社会保障
推進協議会 採択 採択

陳　情
13

テニスコート使用の通年
券制度の実施を求める陳
情書

　平成28年４月１日に茅野市内各施
設の使用料が改正され、これに伴い、
茅野市運動公園内の庭球場の通年使用
券が廃止された。このため、庭球場の
使用料が他市と比べ高額になり、利用
にあたり支障をきたしている。そのた
め、市に対し、使用料見直し前と同様
の通年券の発行を求めるもの。

テニス愛好者連絡
会議 不採択 不採択

陳　情
14

発達障がい児への学習支
援の合理的配慮の提供
（主に ADHD児）に関す
る陳情書

　障がいを持つ児童・生徒が十分な義
務教育を受けられるよう合理的配慮を
市に対し求めるもの。

戸田　允文 採択 採択

本会議討論
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12月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧
付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算
○…賛成　　●…反対　　　　　※議長は採決には加わりません。

番

号
件　名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

松
山
　
孝
志

丸
茂
　
岳
人

伊
藤
　
正
陽

小
尾
　
一
郎

長
田
　
近
夫

矢
島
　
正
恒

両
角
　
秀
喜

両
角
　
昌
英

伊
藤
　
　
勝

伊
藤
　
玲
子

樋
口
　
敏
之

篠
原
　
啓
郎

山
岸
　
正
衛

望
月
　
克
治

宮
坂
　
武
男

北
沢
千
登
勢

小
池
　
賢
保

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出
　
　
議
　
　
案

90
茅野市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する
条例について

総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

73 市道路線の認定について（塚原地籍） 総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 諏訪広域公立大学事務組合の設置について 総 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 公の施設の指定管理者の指定について（茅野市温泉施設） 福 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

76
公の施設の指定管理者の指定について（茅野市白樺湖温泉総
合施設）

経 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

77
公の施設の指定管理者の指定について（茅野市高齢者福祉セ
ンター）

福 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

78 茅野市組織条例の一部を改正する条例について 総 可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

79
茅野市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80
茅野市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を
改正する条例について

総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 茅野市税条例の一部を改正する条例について 総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

82 茅野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

83 茅野市学童クラブ条例の一部を改正する条例について 福 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

84
茅野市ふれあい保健福祉事業条例の一部を改正する条例につ
いて

福 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

85
茅野市廃棄物処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条
例について

総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

86
茅野市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部
を改正する条例について

経 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

87 茅野市水道事業給水条例の一部を改正する条例について 経 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

88 平成28年度茅野市一般会計補正予算（第３号）について 予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

89 平成28年度茅野市水道事業会計補正予算（第１号）について 予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

91
茅野市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例及び茅野市職
員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報
告 10 専決処分の報告について

請
願 2

自衛隊の南スーダンでの「駆けつけ警護」任務の閣議決定を
撤回し、撤収を求める意見書の提出を求める請願

総 不採択 ○ ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ○

陳
　
　
情

10 陳情書 総 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

11
介護保険の給付縮小・負担増を中止し、充実を求める意見書
の提出を求める陳情書

福 採択 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

12
次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直し
に関する意見書の提出を求める陳情書

福 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 テニスコート使用の通年券制度の実施を求める陳情書 福 不採択 ○ ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ●

14
発達障がい児への学習支援の合理的配慮の提供（主に ADHD
児）に関する陳情書

福 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

7
意見書案の提出について（地方議会議員の厚生年金への加入
を求める意見書）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8
意見書案の提出について（介護保険の給付縮小・負担増を中
止し、充実を求める意見書）

可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

9
意見書案の提出について（次期介護保険制度改正における福
祉用具、住宅改修の見直しに関する意見書）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　議決日は、12月19日の議会最終日（但し、議案第90号は、11月28日の開会日に即決）
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WEBで検索 茅野市議会 検 索

12月定例会一般質問通告一覧
　茅野市ホームページから一般質問の録画映像がご覧いただけ
ます。また、同ホームページの『会議録検索システム』より会
議録の閲覧ができますので、ご利用ください。

茅野市の課題を問う！

件　　　名 要　　　旨

山
岸
正
衛

1 歯科健診事業について
（1）　受診者の状況について
（2）　受診率の向上を目指すことについて
（3）　周知方法について

2 温室効果ガスの削減について

（1）　茅野市減 CO2（げんこつ）計画の見直しはあるのか
（2）　新たな補助制度について
（3）　周知方法について
（4）　クールチョイスについて

小
池
賢
保

3 茅野市の教育について

（1）　教育長が願う茅野市教育のキーワードについて
（2）　子どもの命を守る危機管理教育及び対策について
（3）　生涯学習について
（4）　学校と地域連携について
（5）　制度改革後の教育委員会について

北
沢
千
登
勢

4 母と子どもの健康を守る事業について
（1）　産後ケア事業の推進
（2）　健診・予防接種事業に携わるスタッフの処遇改善
（3）　学校トイレの洋式化

5 公の施設の管理運営について
（1）　保育園と学校の給食調理業務の委託について
（2）　体育施設の管理運営について
（3）　CHUKOらんどチノチノの管理について

矢
島
正
恒

6
第５次茅野市総合計画策定に向けた、公民
協働・パートナーシップによる地区コミュ
ニティーの更なる充実と推進について

（1）　地域の課題解決に向けた地区コミュニティーのあり方について
（2）　地区コミュニティーの活性化に向けた組織について
（3）　�地域の創意工夫による活動への予算づけ（地域振興推進費（案））につ

いて

7
学習指導要領の改訂による、幼児期の「外
国語あそび」及び学齢期の「外国語教育」
について

（1）　保育園における「えいごあそび」について
（2）　小学校における「英語教育」について
（3）　中学校における「英語教育」について

伊
藤
正
陽

8 平成29年度の学校教育について

（1）　小中一貫教育について
（2）　ICT 教育について
（3）　小学校での英語教育における教員の配置について
（4）　子どもたちが健やかに育つための環境づくりについて
（5）　教員の多忙化解消に向けての取組について

9 ４月から始まる介護予防・日常生活支援総
合事業について

（1）　介護予防・日常生活支援総合事業の茅野市の取組について
（2）　介護認定で要支援者が十分に支援してもらえる体制について
（3）　�今年度から制度化された生活支援コーディネーターの位置づけについ

て

両
角
昌
英

10 子どもたちの安心安全を守る施策について

（1）　家庭における防災教育と保育園や学校で行っている防災教育について
（2）　指定されている避難所の安全確認について
（3）　いつでも集中的に防災教育ができる施設について
（4）　幼保小中連携した交通安全教育について
（5）　通学路の交通安全対策について

丸
茂
岳
人

11 市内電柱地中化事業の取組状況について （1）　市内の電柱地中化の進捗状況と今後の予定について
（2）　本町まちづくりに絡めた電柱地中化事業の可能性について

12 高齢者の交通事故減少に向けた取組につい
て

（1）　高齢者の運転免許保有状況について
（2）　高齢者の運転免許返納に向けた取組について
（3）　被害者減少に向けた取組について
（4）　高齢者の公共交通利用促進について

伊
藤
玲
子

13 新しい日常生活支援総合事業への移行につ
いて

（1）　新しい総合事業への移行に対する見解について
（2）　�総合事業への移行は、市民や事業者の不安を与えないよう丁寧な説明

が必要と考えるが、その方策について
（3）　生活支援コーディネーターの役割・期待することについて
（4）　地域支援事業による新事業の創出や住民参画の地域づくりについて

14 ボランティア・市民活動に関する補助金に
ついて

（1）　補助金交付の現状について
（2）　検討が必要とされる課題等について
（3）　補助金の使い方・有効性・公益性などの検証について
（4）　補助金制度の見直し・創設について
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件　　　名 要　　　旨

伊
藤
　
勝

15 平成29年４月の市の組織改編について
（1）　部、課を増やす理由について
（2）　市民への説明について
（3）　市の将来のビジョンについて

16 中山間地域等直接支払制度の運用について
（1）　現状の中で問題点はあるか
（2）　新たな制度協定の動きはあるか
（3）　対象農用地の基準緩和の考えはあるか

両
角
秀
喜

17 茅野市開催イベントの継続と連携について
（1）　茅野どんばんの継続と連携について
（2）　八ヶ岳縄文の里マラソン大会の継続と連携について
（3）　蓼科高原映画祭の継続と連携について

宮
坂
武
男

18 市内道路の改良状況と都市計画道路の整備
進捗状況について

（1）　市内道路の改良状況と現状について
（2）　都市計画道路の整備進捗状況について

長
田
近
夫

19 災害発生時における避難所運営について

（1）　避難所運営マニュアルについて
（2）　避難所設営の訓練について
（3）　避難所支援班の組織について
（4）　公衆無線 LANの設置について

20 自動体外式除細動器（AED）の設置と運用
について

（1）　AEDの設置場所と運用状況について
（2）　貸し出し用 AEDについて
（3）　市内小中学校における AED操作方法の講習について

望
月
克
治

21 茅野市の障がい児教育について

（1）　�障がいを持ったこどもが能力に応じて教育を受ける権利をどのように
考えていますか

（2）　�障がいを持ったこどもがひとしく教育を受ける権利をどのように考え
ていますか

22 高齢者が住み慣れた地域で暮らすための施
策について

（1）　特養の入所条件の変更で待機者から外れた方は何人ですか
（2）　�特養入所者で、補足給付の対象から外れて負担が増えた方は何人です

か
（3）　介護難民を生まないための検討は進んでいますか

23 人事院勧告そのままの茅野市職員の給与の
改定について

（1）　�国家公務員と茅野市職員の手当等、勧告の内容はそのまま茅野市に当
てはめられますか

（2）　�人事院勧告に沿って行われてきた過去の改定で、職員と民間の給与の
差は埋まっていますか

12月定例会一般質問通告一覧

行
政
視
察
報
告

　

市
議
会
で
は
、
市
政
の
発
展
と
向
上
の

た
め
、
常
任
委
員
会
ご
と
に
視
察
目
的
を

定
め
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

自
治
体
等
を
訪
問
し
研
修
を
受
け
て
い
ま

す
。詳細は…

茅野市
ホームページ

茅野市議会

行政視察報告

に掲載してあります
のでご覧ください。

総 務 環 境
委　員　会
行 政 視 察
（参加者）

委 員 長　両角　昌英
副委員長　矢島　正恒
委　　員　小尾　一郎
委　　員　望月　克治
委　　員　宮坂　武男
委　　員　小松　一平

実
施
日　

�

平
成
28
年
10
月
26
日（
水
）か
ら

10
月
28
日（
金
）ま
で

■
愛
媛
県
四
国
中
央
市

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
市

民
の
防
災
意
識
の
高
ま
り
を
受
け
、
防
災

拠
点
と
し
て
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
整

備
し
た
。
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
、
災
害
時
の
住
民
の
避
難
場
所
も
セ

ン
タ
ー
内
に
確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、
防

災
教
育
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
住
民
に
災
害

の
恐
ろ
し
さ
を
教
育
し
て
い
る
。

消防防災センター内に設置されている、
防災学習センター　　　　　　　　 　

◎
茅
野
市
で
の
展
開
は

　

茅
野
市
の
災
害
対
策
本
部
は
市
役
所
庁

舎
内
に
設
置
さ
れ
、
消
防
署
と
は
地
理
的

に
離
れ
た
場
所
に
あ
る
。
ま
た
、
災
害
時

の
備
蓄
品
は
耐
震
補
強
の
な
い
倉
庫
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。

　

四
国
中
央
市
の
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、

最
新
の
設
備
で
市
役
所
の
隣
地
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
災
害
時
に
は
そ
の
機
能
は
十

分
に
発
揮
さ
れ
る
と
思
わ
れ
た
。
事
業
費

の
問
題
は
あ
る
が
、
茅
野
市
で
も
免
震
構

造
を
有
し
た
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
必

要
で
あ
る
と
感
じ
る
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

　

四
国
中
央
市
は
、
茅
野
市
と
同
様
に
、
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平
た
ん
部
が
少
な
く
、
幹
線
道
路
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
地
域
が
多
い
。

　

四
国
中
央
市
で
は
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
を
導
入
し
て
い
る
。
導
入
経
費
と
し

て
約
３
千
７
百
万
円
か
か
り
、
そ
の
う
ち

県
か
ら
約
千
２
百
万
円
の
補
助
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
路
線
バ
ス
に
年
間
４
千
万
円
補

助
し
て
い
た
が
２
千
百
万
円
に
減
額
し
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
３
千
２
百
万
円
補

助
し
て
い
る
。
費
用
は
増
大
し
た
が
市
民

の
利
便
性
を
優
先
し
た
。

◎ 

茅
野
市
で
の
展
開
は

　

目
的
地
ま
で
送
り
届
け
て
く
れ
る
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
路
線
バ
ス
が
運
行
さ

れ
て
い
な
い
地
域
で
は
有
効
で
あ
る
。
市

の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
市
内
を
エ

リ
ア
に
分
け
た
エ
リ
ア
内
運
行
は
参
考
に

す
べ
き
で
あ
る
。

■
愛
媛
県
西
条
市

地
域
創
生
の
た
め
の
総
合
６
次

産
業
都
市
の
実
現
に
よ
る
地
域

産
業
活
性
化
に
つ
い
て

　

西
条
市
は
、
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
事
業

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
地
域
再
生
計
画
の

調
査
研
究
や
、
愛
媛
大
学
や
金
融
機
関
と

連
携
し
た
総
合
６
次
産
業
都
市
で
あ
る
。

　

西
条
市
は
、
６
次
産
業
化
事
業
に
よ
り
、

産
業
振
興
・
雇
用
創
出
の
「
し
ご
と
の
創

生
」
と
人
材
育
成
の
「
ひ
と
の
創
生
」、

移
住
定
住
促
進
の
「
ま
ち
の
創
生
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

◎ 

茅
野
市
で
の
展
開
は

　

農
業
界
と
経
済
界
の
連
携
及
び
産
学
官

金
の
連
携
の
実
現
が
、
地
域
産
業
の
活
性

化
に
非
常
に
大
き
な
力
に
な
る
。
諏
訪
東

京
理
科
大
学
に
設
立
さ
れ
た
先
進
農
業
エ

ネ
ル
ギ
ー
理
工
学
研
究
部
門
で
の
研
究
が
、

地
域
産
業
の
活
性
化
と
結
び
つ
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

西条市　地域創生センター　視察

■
愛
媛
県
松
山
市

環
境
モ
デ
ル
都
市
に
つ
い
て

　
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
ま
つ
や
ま
」
を
目

指
し
、「
松
山
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
内
容

は
、
①
松
山
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
②
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

推
進
③
歩
い
て
楽
し
い
健
康
増
進
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
④
地
域
循
環
シ
ス
テ
ム
の

推
進
の
４
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

庁
内
体
制
で
は
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
ま
つ

や
ま
推
進
本
部
」
を
設
置
。
環
境
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
持
っ
た
産
学
民
官
が
集

ま
り
、
情
報
の
共
有
を
し
て
推
進
す
る
た

め
に
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
松
山
推
進
協
議

会
を
設
立
、
双
方
が
両
輪
と
な
り
事
業
を

進
め
て
い
る
。

◎ 

茅
野
市
で
の
展
開
は

　

観
光
資
源
を
守
り
な
が
ら
環
境
モ
デ
ル

都
市
を
維
持
す
る
取
組
は
茅
野
市
で
も
参

考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
太
陽
光
発

電
に
し
て
も
、
発
電
す
る
だ
け
で
な
く
蓄

電
設
備
に
も
補
助
す
る
こ
と
で
、
よ
り
少

な
い
装
置
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
で

き
る
の
で
、
今
後
補
助
対
象
の
拡
大
が
求

め
ら
れ
る
。

経 済 建 設
委　員　会
行 政 視 察
（参加者）

委 員 長　伊藤　　勝
副委員長　丸茂　岳人
委　　員　両角　秀喜
委　　員　樋口　敏之
委　　員　篠原　啓郎
委　　員　山岸　正衛

実
施
日　

�

平
成
28
年
10
月
11
日（
火
）か
ら

10
月
13
日（
木
）ま
で

■
北
海
道
剣
淵
町

絵
本
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

　

北
海
道
の
中
ほ
ど
に
位
置
す
る
剣
淵
町

は
映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
で
有
名
な
ま
ち
で

あ
る
。
主
要
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
合
併

せ
ず
に
独
自
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。
人
口

減
少
に
悩
み
、
人
口
３
千
人
の
維
持
を
目

指
し
て
い
る
が
、
剣
淵
町
は
「
絵
本
の
町

剣
淵
」
を
全
国
に
発
信
し
、
地
域
の
活
性

化
や
移
住
の
促
進
、
雇
用
の
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
る
。

◎ 

茅
野
市
で
の
展
開
は

　

茅
野
市
は
、
読
み
聞
か
せ
は
全
国
に
先

駆
け
て
い
る
も
の
の
、
絵
本
を
使
っ
て
の

展
開
と
し
て
は
、
縄
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
で
縄
文
文
化
の
発
信
等
で
き
な
い
か
検

討
の
余
地
は
あ
る
と
考
え
る
。

剣淵町　絵本の館　視察

行政視察報告
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■
北
海
道
旭
川
市

「
ま
ち
な
か
交
流
館
」に
つ
い
て

　

ま
ち
な
か
交
流
館
は
、
旭
川
駅
か
ら
続

く
歩
行
者
専
用
道
路
の
中
程
に
位
置
し
て

い
る
。
郊
外
に
大
規
模
店
が
出
店
し
、
中

心
市
街
地
の
衰
退
が
進
む
中
、
往
来
の
賑

わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
ひ
と
・
も
の
・

情
報
の
交
流
拠
点
と
し
て
「
ま
ち
な
か
交

流
館
」
が
設
置
さ
れ
た
。
商
店
街
の
活
性

化
、
市
民
と
観
光
客
の
交
流
の
拠
点
で
、

誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
で
あ
る
。

し
か
し
、
観
光
客
は
必
ず
し
も
利
用
し
や

す
い
状
態
に
な
く
、
主
に
地
域
住
民
の
交

流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

旭川市まちなか交流館　外観

◎ 

茅
野
市
で
の
展
開
は

　

若
干
方
向
性
の
相
違
は
あ
る
が
、
今
後
、

「
ゆ
い
わ
ー
く
茅
野
」
に
、
旭
川
市
の
ま

ち
な
か
交
流
館
の
よ
う
な
、
地
元
の
加
工

品
な
ど
の
地
場
産
物
の
販
売
及
び
情
報
発

信
が
で
き
る
機
能
が
備
わ
れ
ば
、
よ
り
市

民
と
の
協
働
が
広
が
る
と
思
う
。

■
北
海
道
東
川
町

「
株
主
制
度
」及
び「
移
住
・
定

住
事
業
」
に
つ
い
て

　
「
株
主
制
度
」
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
こ

と
で
あ
る
。
今
は
や
り
の
返
礼
品
の
競
争

で
は
な
く
、
東
川
町
が
進
め
る
四
つ
の
事

業
を
応
援
す
る
制
度
（
寄
付
）
で
あ
る
。

返
礼
品
目
当
て
で
な
く
、
純
粋
に
ま
ち
を

愛
す
る
人
か
ら
投
資
（
寄
付
）
を
受
け
て

い
る
。

　

ま
た
、「
移
住
・
定
住
事
業
」
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
農
業
・
商
業
・
工
業
・

観
光
す
べ
て
に
渡
っ
て
国
の
補
助
金
を
活

用
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
近
隣
で
は
唯

一
、
人
口
増
に
転
じ
て
い
る
。

◎ 

茅
野
市
で
の
展
開
は

　

東
川
町
は
、
旭
川
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン

で
も
あ
り
、
位
置
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、

人
口
増
の
要
因
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と

感
じ
た
。
町
と
し
て
積
極
的
に
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
茅
野
市
に
お
い
て
も
大

い
に
参
考
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

福 祉 教 育
委　員　会
行 政 視 察
（参加者）

委 員 長　松山　孝志
副委員長　長田　近夫
委　　員　伊藤　正陽
委　　員　伊藤　玲子
委　　員　北沢千登勢
委　　員　小池　賢保

実
施
日　

�

平
成
28
年
10
月
12
日（
水
）か
ら

10
月
14
日（
金
）ま
で

■
岩
手
県
陸
前
高
田
市

災
害
時
に
お
け
る
生
活
弱
者
対

策
に
つ
い
て

　

陸
前
高
田
市
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
を
進
め
て
い
る
。
災
害
時
に
お
け

る
生
活
弱
者
対
策
の
実
践
例
な
ど
、
大
き

な
災
害
を
受
け
た
市
の
事
例
を
調
査
し
、

茅
野
市
に
お
け
る｢

自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
取
組
の
強
化
、
地
域
の
力
を
引
き
出
す

災
害
に
強
い
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
の

取
組
に
役
立
て
る
。

◎
茅
野
市
で
の
展
開
は

①�

姉
妹
都
市
や
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
強

化
が
必
要
。

②�「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
。」
災
害
直

後
は
公
助
に
頼
る
こ
と
は
困
難
。
避
難

所
運
営
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
ま
り
意
味

な
く
、
住
民
自
ら
が
状
況
に
応
じ
て
考

え
行
動
す
る
意
識
の
醸
成
が
必
要
。

③�

平
常
時
の
地
域
の
つ
な
が
り
、
支
え
合

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
の
旗
振
り

役
が
行
政
の
使
命
と
感
じ
た
。

④�

被
災
者
台
帳
を
作
成
し
て
「
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
」
の
早
期
導
入
・
運
用
が

必
要
。

医
療
介
護
の
連
携
に
つ
い
て

　

陸
前
高
田
市
は
、
地
域
包
括
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
に
「
顔
の
見
え
る

関
係
」
か
ら
、「
心
の
見
え
る
関
係
」
作

り
を
進
め
、
在
宅
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
な
げ
て
い
る
。

◎
茅
野
市
で
の
展
開
は

　

茅
野
市
は
４
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
機
能
の
見
直
し
と
充
実
、
ま
た
、

「
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
役
割
の

明
確
化
と
職
責
発
揮
が
必
要
と
思
わ
れ
、

高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
在
宅

行政視察報告

陸前高田市　視察
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行政視察報告
医
療
介
護
連
携
推
進
の
取
組
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

■
宮
城
県
多
賀
城
市

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ

い
て

　

茅
野
市
で
は
、
新
し
い
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
平
成
29
年
4
月

ス
タ
ー
ト
に
向
け
構
築
中
で
あ
る
。

　

既
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
多
賀
城
市
で
は
、地
域

支
援
事
業
と
し
て
総
額
６
千
万
円
を
か
け
、

い
き
い
き
シ
ニ
ア
の
介
護
予
防
活
動
促
進

事
業
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
事
業
、
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◎
茅
野
市
で
の
展
開
は

　

多
賀
城
市
の
よ
う
に
、
事
業
に
つ
い
て

の
講
演
会
や
地
域
・
各
種
団
体
な
ど
へ
の

説
明
会
等
を
丁
寧
に
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
多
賀
城
市
で
は
地
域
づ
く
り
の

推
進
を
視
野
に
入
れ
て
活
動
す
る
「
地
域

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
、
各

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
が
や
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
参
考
に
す
る
こ
と

が
多
い
と
感
じ
た
。

■
福
島
県
福
島
市

中
学
生
ド
リ
ー
ム
ア
ッ
プ
事
業

に
つ
い
て

　

本
事
業
は
15
年
間
継
続
さ
れ
て
お
り
、

８
年
前
に
は
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。
中
学
１
年
生
の
事
前
学
習
、
中

学
３
年
生
の
事
後
学
習
で
系
統
的
・
計
画

的
な
活
動
を
展
開
し
、望
ま
し
い
勤
労
観
・

職
業
観
を
育
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
将

来
に
向
け
て
の
「
夢
」
と
「
志
」
を
も
ち
、

力
強
く
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
指
し

た
事
業
で
あ
る
。

◎
茅
野
市
で
の
展
開
は

　

茅
野
市
に
お
い
て
は
、
体
験
学
習
期
間

の
拡
大
を
市
全
体
の
事
業
と
し
て
位
置
付

け
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
一
体
と
な
っ

た
方
向
付
け
が
必
要
と
感
じ
た
。

　

ま
た
福
島
市
は
、こ
の
活
動
に
対
し
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
役
立
っ

た
と
い
う
回
答
は
全
体
の
74
％
も
あ
り
、

教
育
効
果
と
し
て
大
き
な
も
の
を
感
じ
た
。

多賀城市　視察

議員連盟の活動
エゴマの試験栽培に協力（エゴマの収穫 平成28年10月31日）
【健康へ農業と観光をつなげる議員連盟】

　茅野市はシカの食害に苦しむ中山間地の転作作
物としての可能性を探るため、今年度、エゴマの
試験栽培に取り組みました。
　茅野市農業支援センターが主体となり、種まきから収穫まで、標高１千メー
トル前後の山際にある農地でエゴマを栽培し、作業性や収益性を検証する事
業に、「健康へ農業と観光をつなげる議員連盟」の議員が参加し協力しました。
　茅野市農業支援センターが事前に準備した苗を６月下旬に北山２カ所の農
地に定植し、順調に生育したものを10月末に汎用コンバインを使って収穫

しました。エゴマはシソ科の植物でエゴマ油が健康食材として注目され
ているとともに、ニホンジカが食べないとされることから、中山間地の
遊休農地対策として注目されています。また、エゴマの選別は、従来か
ら異物の除去に手間がかかりましたが、エゴマ専用の選別機により、良
質なエゴマが予想以上に収穫できました。
　茅野市では、今後、エゴマは縄文時代に食べられていた食材でもあり、
利益を考えるのではなく、「縄文プロジェクト」の切り口とし、子ども
たちの縄文学習にも活用したいと考えており、選別機導入を課題の一つ
としています。 エゴマ専用選別機
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議員連盟の活動
静岡県富士宮市視察（平成28年10月31日～11月１日）
【買い物弱者問題等検討議員連盟】
　富士宮市は人口約13万人の都市ですが、平成17年度に「財
政危機宣言」を発令し、職員給料を５年間大幅カットするな
ど、財政健全化に向けて徹底的に事業のスクラップ＆ビルド
を展開してきました。
　当初予算０ベースという厳しい状況下で、市民の生活の足
を守り持続可能な公共交通システムとして導入されたのが、
コミュニティバス「宮バス」とデマンド乗合タクシー「宮タ
ク」です。私たちは「宮バス」「宮タク」の成果と有効性を
調査し、茅野市での展開の可能性について検証していきます。
今後議論を重ねて議員連盟としての方向性を打ち出した上で、
検証の結果を議会だよりで報告いたします。ご期待下さい。

●「宮バス」の特徴
①�少ない予算で、より多くの住民
の生活の足を確保する。
②�事業者が地域貢献として公共交
通を支える仕組み「バス停オー
ナー制度」を導入し、安定的な
収入の確保を図る。
③�行政や交通事業者のみならず、
地域住民やバス利用者が「自ら
の公共交通の構築」という意識
を持つ。

●「宮タク」の特徴
①�交通空白地の住民の生
活の足を確保する。
②�市内タクシー事業者と
契約し、既存タクシー
とオペレーションを利
用する。
③�ドア to ドアで自宅まで
送迎。
④�運行時間を絞込み、乗
合を促進し、運行ロス
をなくす。

バス停オーナー制度とは
・�バス停ネーミングライツ
（命名権）を導入し、バス
停名はオーナーの名称と
する。

・�バス停をオーナー事業所
の前に設置。

・�バスの車内放送でオー
ナーの事業所紹介。

　

平
成
28
年
４
月
の
山
出
し
、
５
月

の
里
引
き
と
、
諏
訪
大
社
式
年
造
営

御
柱
大
祭
に
訪
れ
た
観
光
客
は
上
社

山
出
し
に
43
万
７
千
人
、
上
社
里
引

き
で
33
万
６
千
人
。
下
社
の
御
柱
祭

も
含
め
る
と
、
諏
訪
地
方
を
訪
れ
た

観
衆
は
１
５
７
万
２
千
人
と
な
り
ま

す
。
諏
訪
地
方
の
経
済
が
潤
っ
た
年

で
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
１
月
に
は
沖
縄
県
那
覇
市

で
観
測
史
上
初
め
て
の
雪
を
観
測
し
、
８
月
に

は
や
は
り
観
測
史
上
初
と
な
る
、
３
つ
の
台
風

が
東
北
地
方
か
ら
北
海
道
に
上
陸
し
、
北
海
道

で
は
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
人
的
被
害
に
至
ら
な
か
っ
た
の
が
幸
い
で

す
。
温
暖
化
が
急
激
に
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ら

れ
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ち
の
市
議
会
だ
よ
り
第
20
号
は
、
各
常
任
委

員
会
の
行
政
視
察
の
報
告
を
載
せ
ま
し
た
が
、

紙
面
の
都
合
上
、
簡
単
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

今
後
と
も
、
議
会
活

動
が
皆
様
に
伝
わ
る

よ
う
な
充
実
し
た
紙

面
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

�

議
会
広
報
部
会

�

山
岸
正
衛

編集室より


